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航空機騒音航空機騒音�
　　測定結果　　測定結果�
航空機騒音�
　　測定結果�
◇２００２年２月～４月◇�

※騒音計設置場所
　市では１９８３年３月に航空機騒音測定器を市役
所屋上に設置し、２４時間連続測定を開始。その
後１９８５年２月から小山小、同年１１月から本町田
東小で同様の測定を開始しました。
※市役所屋上の日ごとの発生回数は右表のとお
　りです。
※発生回数は、７０デシベル以上の騒音が５秒間
　以上継続した回数です。
※音のめやす　７０デシベル…目覚まし時計の音
　　　　　　　８０デシベル…地下鉄の車内
　　　　　　　９０デシベル…スピーカーの１メ
　　　　　　　ートル前で聞くカラオケの音
　　　　　　　１００デシベル…電車通過時のガ
　　　　　　　ード下

催
　
　
　
し�

【
く
ら
し
に
役
立
つ
テ
ス
ト
教
室
「
食

用
油
・
劣
化
テ
ス
ト
と
上
手
な
選
び

方
」】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
日
時　

７
月　

日
（
木
）
午
前　

時

２５

１０

〜
正
午

○
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
使
用
済
み
油

や
古
い
油
等
、
調
べ
た
い
油
（　

㏄
５０

く
ら
い
）

○
講
師　

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
技
術
教
育

研
究
会
・
福
岡
ひ
と
み
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１６

【
料
理
教
室
「
国
産
大
豆
を
使
っ
て
お

い
し
い
豆
腐
作
り
」】

○
日
時　

７
月　

日
（
火
）
午
前　

時

２３

１０

〜
正
午

○
講
師　

町
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
・
長
谷
川
葉
子
氏

○
材
料
費　

２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２４

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

催

し

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

◇

○
申
し
込
み　

７
月　

日
午
前
９
時
か

１１

ら
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
11
７

２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。

※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に
限
り
あ

り
）
を
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
の
際

【
ど
う
し
た
ら
私
た
ち
消
費
者
の
食
の

安
全
を
守
れ
る
の
か
？
―
法
律
家
の
立

場
か
ら
―
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
日
時　

７
月　

日
（
火
）
午
前　

時

３０

１０

〜
正
午

○
講
師　

弁
護
士
・
神
山
美
智
子
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３５

【
夏
休
み
親
子
教
室「
実
践　

賢
い
ダ
イ

エ
ッ
ト
・
太
ら
な
い
食
べ
方
っ
て
何
？
」】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
校

高
学
年
以
上
の
親
子（
親
子
２
人
１
組
）

○
日
時　

８
月
１
日
（
木
）
午
前　

時
１０

〜
正
午

○
講
師　

栄
養
士
・
吉
田
真
理
子
氏

○
定
員　
　

組　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

４０
◇

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
申
し
込
み　

７
月　

日
午
前
９
時
か

１１

ら
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
11
７

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

学

習

会

２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。

※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に
限
り
あ

り
）
を
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
の
際

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

　

市
内
在
住
の
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
・
山

口
勝
典
氏
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
写
真
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

○
期
間　

７
月　

日
（
日
）
ま
で

１４

○
会
場　

中
央
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

○
内
容　

テ
ニ
ス
、
陸
上
、
ラ
グ
ビ
ー

な
ど
海
外
の
一
流
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
写

真
展

□問
 

中
央
図
書
館
11
７
２
８
・
８
２
２
０

ス
ポ
ー
ツ
写
真
展

【
エ
ッ
チ
ン
グ
に
気
軽
に
挑
戦
】

　

銅
版
画
の
代
表
的
な
技
法
の
ひ
と

つ
、
エ
ッ
チ
ン
グ
の
初
歩
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

○
期
日　

８
月　

日
（
土
）

１０

○
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

○
会
場　

同
館
・
版
画
工
房

○
内
容　
　

㎝
×
９
㎝
の
銅
版
を
使
っ

１２

た
単
色
の
作
品
の
制
作

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
定
員　
　

人
（
市
内
在
住
の
方
及
び

１５

同
館
の
講
座
の
受
講
経
験
が
な
い
方
を

優
先
の
う
え
抽
選
）

○
費
用　

１
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

枚
）
に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
・
電
話
番
号
・
年
齢
（
任
意
で

す
が
講
座
の
内
容
、進
行
に
必
要
で
す
）

を
明
記
し
、
７
月　

日
ま
で
（
必
着
）

２１

に
国
際
版
画
美
術
館
普
及
係
（
〒　

－１９４

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

　

－

１
、
11

２８

７
２
６
・
２
８
８
９
）へ
。

国
際
版
画
美
術
館

　

銅
版
画
一
日
教
室

　

環
境
省
で
は
、
小
・
中
学
生
を
対
象

に
、
樹
木
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
調
べ

こ
ど
も
葉
っ
ぱ
判
定
士

に

な

ろ

う

【
落
ち
つ
き
の
な
い
子
―
そ
の
理
解
と

対
応
―
】

　

こ
こ
数
年
の
間
、
「
子
ど
も
の
落
ち

つ
き
が
な
い
」
と
い
う
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

「
落
ち
つ
き
の
な
い
子
」
を
ど
う
理
解

し
、
対
応
し
て
い
く
か
を
取
り
上
げ

て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月
１
日
（
木
）
午
後
２
時

〜
４
時　

分
３０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階

ホ
ー
ル

○
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　

都
立
多
摩
療
育
園

・
川
崎
葉
子
氏
、
な
が
や
ま
メ
ン
タ
ル

教

育

相

談

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ク
リ
ニ
ッ
ク
・
水
野
董
氏

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

□問
 

教
育
相
談
所
11
７
２
３
・
４
３
９
６

【
都
会
に
お
け
る
最
近
の
タ
カ
類
の
繁

殖
に
つ
い
て
】

　

都
会
に
進
出
し
、
繁
殖
を
始
め
た
タ

カ
の
仲
間
に
関
す
る
長
年
の
研
究
・
観

察
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前　

時

１４

１０

〜
正
午

○
会
場　

同
公
園
内
「
森
の
家
」

○
講
師　

日
本
野
鳥
の
会
研
究
セ
ン
タ

ー
・
植
田
睦
之
氏

○
交
通　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー　

番
乗

１４

り
場
か
ら
「
成
瀬
台
」
行
き
バ
ス
で

【
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と 
宇
宙 
の
は

う
ち
ゅ
う

な
し
」
〜 
地
球 
の
な
か
ま
の 
星 
・ 
火  

ち
き
ゅ
う 

ほ
し 

か

 
星 
や 
金  
星 
に
く
わ
し
く
な
ろ
う
〜
】

せ
い 

き
ん 
せ
い

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
星
空
を
楽
し

み
な
が
ら
、
地
球
の
な
か
ま
の
星
・

火
星
や
金
星
の
は
な
し
を
き
こ
う

　

晴
れ
た
ら
望
遠
鏡
で
星
を
見
ま

す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
・

中
学
生
（
保
護
者
可
）

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
後
６

１７

時
〜
８
時

○
会
場　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
東
急

ま
ち
だ
ス
タ
ー
ホ
ー
ル
）

○
講
師　

宇
宙
科
学
研
究
所
・
今
村

剛
先
生

○
定
員　

１
４
０
人

○
申
し
込
み　

７
月　

日
午
前　

時

１８

１０

か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
図

書
館
（
11
７
２
８
・
８
２
２
０
）へ
。

「
大
谷
原
」
下
車
、
徒
歩
５
分

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

か
し
の
木
山
自
然
公
園
「
森
の
家
」

11
７
２
４
・
１
６
６
０
（
か
し
の
木
山

自
然
公
園
愛
護
会
）

　

昔
な
が
ら
の
谷
戸
風
景
を
そ
の
ま
ま

保
全
し
て
い
る
図
師
小
野
路
歴
史
環
境

保
全
地
域
内
で
、
保
全
に
携
わ
る
地
元

農
家
の
人
々
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

農
作
業
体
験
を
通
し
て
谷
戸
保
全
の
勉

強
を
一
緒
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

１８

で
環
境
保
全
型
農
業
の
趣
旨
に
賛
同

し
、
全
回
参
加
で
き
る
方（
経
験
不
問
）

○
期
間　

９
月
〜
２
０
０
４
年
３
月
の

期
間
で
、
月
１
〜
２
回
、
土
ま
た
は
日

曜
日
を
予
定

環

境

保

全

型

農

業

体

験
○
内
容　

町
田
歴
環
管
理
組
合
の
指
導

に
よ
り
水
田
稲
作
等
を
行
い
な
が
ら
、

谷
戸
の
保
全
に
つ
い
て
学
ぶ

○
会
場　

図
師
小
野
路
歴
史
環
境
保
全

地
域
内

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１５

○
費
用　

２
０
０
０
円
（
２
０
０
３
年

３
月
ま
で
の
分
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
環
境

保
全
型
農
業
体
験
参
加
希
望
」
と
書
い

て
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
も
必
ず

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、

７
月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
、
農

２０

業
振
興
課
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野

１９４

１－

　

－

　

、
11
７
２
４
・
２
１
６
６
）

３３

１０

へ
。

※
１
人
１
枚
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

（
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）

※
応
募
者
全
員
を
対
象
に
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

　

野
津
田
町
の
七
国
山
地
区
で
栽
培
し

て
い
る
菜
種
か
ら
、
昔
な
が
ら
の
方
法

で
菜
種
油
を
し
ぼ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
菜
種
油
を
１
本
８
０
０
円

で
、
午
前
９
時　

分
か
ら
販
売
し
ま

３０

す
（
５
０
０
p
入
で
す
。
今
回
は　

本
４５

の
販
売
予
定
で
す
）。

○
期
日　

７
月　

日
（
土
）

２７

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
２
時

１０

○
会
場　

ふ
る
さ
と
農
具
館

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
、
本
町
田

２１

経
由
野
津
田
車
庫
行
き
、
ま
た
は
鶴
川

駅
行
き
バ
ス
で
「
薬
師
ヶ
丘
」
下
車
、

徒
歩　

分
。

１０

※
車
で
お
い
で
の
方
は
、
薬
師
池
駐
車

場
に
駐
車
し
て
下
さ
い
。

□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
６
・
８
３

８
０ 菜

種
油
し
ぼ
り
実
演

航空機騒音発生状況（２００２年２月～４月）
騒音発生回数

総数測定月測定場所 １００デシ
ベル以上

９０－９９
デシベル

８０－８９
デシベル

７０－７９
デシベル

６６１１７０１７０４０７２月
市 役 所 屋 上 １５６７１６８２２２４７２３月

１７３４１１３２１９３８３４月
２２６１３０２３６３９４２月

本町田東小学校 ２３６１１７１９８３５３３月
６１９５１１６４２４０４月
０１３２１７３２０６２月

小 山 小 学 校 ００２３１１１１３４３月
００２１８７１０８４月
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ア
ン
デ
ル
セ
ン
原
作
に
よ
る
童
話

「
人
魚
姫
」
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
な

り
ま
し
た
。

　

ご
家
族
お
揃
い
で
お
楽
し
み
下
さ

い
。

　

９
月　

日
（
祝
）

１５

　

１
回
目
＝
午
前　

時
か
ら

１１

　

２
回
目
＝
午
後
２
時　

分
か
ら

３０

　

２
０
０
０
円

（
全
席
指
定
・
３
歳
以
上
有
料
）

○
出
演
者　

矢
部
美
穂
、
矢
部
美
佳

ほ
か

【
７
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電

１２

３０

話
予
約
受
け
付
け
】◇

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
市
民
ホ

ー
ル
（
11
７
２
８
・
４
３
０
０
）へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
け
付
け
で

す
。

！

か
し
の
木
山
自
然
公
園

　

自

然

講

座

町
田
市
民
ホ
ー
ル

ここ
どど
もも
とと
いい
っっ
しし
ょょ
劇劇
場場

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『『
人人
魚魚
姫姫
』』

夏夏
休休
みみ
ここ
どど
もも
フフ
ェェ
アア

　

講

演

会

講　
　

演　
　

会
町
田
市
立
図
書
館

町
田
市
立
図
書
館

！

る
「
こ
ど
も
葉
っ
ぱ
判
定
士
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
従

っ
て
身
近
な
樹
木
に
つ
い
て
調
べ
て
い

く
と
、
葉
っ
ぱ
が
吸
収
す
る
二
酸
化
炭

素
や
汚
染
ガ
ス
の
量
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
結
果
を
報
告
す
る
と
、
環
境

大
臣
か
ら
こ
ど
も
葉
っ
ぱ
判
定
士
の
認

定
証
が
も
ら
え
ま
す
。

【
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
場
所
】

○
青
少
年
課
（
森
野
分
庁
舎
内
）

○
環
境
保
全
課
（
境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
内
）

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
子
育
て

支
援
事
業

お
休
み
し
ま
す

　

７
月　

日
〜
８
月　

日
の
間

２０

３１

は
、
キ
ッ
ズ
ア
タ
ッ
ク
と
ヤ
ン
チ

ャ
ッ
チ
ャ
は
、
お
休
み
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
９
月
か
ら
通
常
通

り
再
開
し
ま
す
。

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
11
７

８
８
・
４
１
８
１

う

ち
ゅ
う

か

が
く

け
ん

き
ゅ
う
じ
ょ

い
ま

む
ら

た
け
し


